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令和8年5月12日   現在

人口 1,294人

男性 677人
女性 617人
世帯 648世帯

 

   

 

   

 ３

 1
2
2

人口（住民基本台帳／外国人含む） 対前月比

転入９人 転出９人 出生１人 死亡４人

ＣＯＶＥＲ ―― 表紙の写真 ――

　今月号の表紙には、産山
学園校区体育大会の様子
を掲載しています。
　競技に全力で取り組む
姿や、仲間を力強く応援す
る様子、息の合った演舞な
ど、子どもたちの多彩な表
情が見られました。体育大
会の様子は 5 ページでも
紹介しています。
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井野　ミヨコ 様（山中）５月８日 没

お悔み申し上げます

尾片　建心 くん（山鹿）　父　友之輔 様　　母　祐衣 様

赤ちゃんこんにちは

井　健太郎 様　栞奈 様（中田尻）

ご結婚おめでとうございます

褐毛和種
去勢
メス
去勢
メス

190
147
6
6

339
317
353
324

282
292
274
290

777,196
722,176
805,933
732,050

▲ 40,877
▲ 36,297
▲ 35,567
▲ 138,417

2,294
2,279
2,282
2,257

５月14日(木)

性別 頭数 体重(平均) 日齢(平均)価格(平均) 先月比 kg単価セリ日

県市場平均

産山牛平均

黒毛和種
去勢
メス
去勢
メス

638
528
20
21

335
304
338
306

287
290
286
291

951,305
830,269
954,250
837,467

▲ 15,461
389

▲ 44,750
▲ 395

2,839
2,735
2,822
2,735

５月６日(水)

５月８日(金)

性別 頭数 体重(平均) 日齢(平均)価格(平均) 先月比 kg単価セリ日

県市場平均

産山牛平均

熊本県子牛市場品種別 セリ成績表 ※熊本県畜産農協阿蘇支所統計による
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　３月 16 日（月）、産山学園の３年生児童は、授業の
一環として南部地区公民館２階の産山村民芸資料
室を見学しました。
　地域学校協働活動は、地域の幅広い方々の参画を
得て、子どもたちの学びや成長を地域全体で支える
活動のことで、今回の授業には、ゲストティー
チャーとして甲斐　政徳さんにご協力をいただき、
当時使われていた展示品の道具を紹介、解説しても
らいながら、産山村のくらしの移り変わりについて
学習しました。授業の中で子どもたちは、「おじい
ちゃんの家で見たことがある！」と食いついたり、
ただ教わるだけではなく前のめりになる場面も見
られ、興味津々な様子でした。
　展示品全体の解説が終わり質疑の中で、サイレン
についてお話をされました。サイレンは、消防団が
火災を知らせるなどのその時々の場面で使用され
たそうですが、戦時中の空襲警報にも使用されたそ
うです。
　太平洋戦争が勃発した年、甲斐さんは小学１年生
の頃で、入学した当時の小学校はまだ尋常小学校と
呼ばれていたそうです。このサイレンが鳴ると防空
壕に避難する合図だったと教えていただきました。
また、食べ物に困った都会の方が貴重な品物を持っ
て物々交換に来られたなど、実際の戦時下のくらし
を教えて頂きました。お話の最後に、たくさん勉強
をして戦争のない社会をこれからの皆さんが作っ
ていって下さいと語られました。

地域学校協働活動
「産山村の昔と今のうつりかわり」
を体験！（産山学園）

3 16

　先月５月号のむらの話題コーナーで掲載いたしま

した「地域学校協働活動「産山村の昔と今のうつりか

わり」を体験！（産山学園）」の記事の一部に誤りがあり

ましたので、訂正し再掲載させていただきます。

　５月８日（金）、産山村基幹集落センターにおいて、
「うぶやま遊学決定書交付式」が行われました。
　産山村教育委員会は、新たに２家族目となるうぶ
やま遊学生として、高知県から転入した産山学園９
年生の加藤祐さん、３年生の加藤玲麗さんを認定し
ました。
　式では、星山教育長から決定書が手渡され、「産山
村ならではの豊かな自然や温かな地域のつながり
の中で、さまざまな経験を積みながら充実した学校
生活を送ってほしい」と激励の言葉が贈られました。
　加藤さん兄妹は、「学校ではみんなが優しく迎え
てくれてうれしかった」「休み時間に友達と遊ぶの
が楽しい」「これから地域の行事にも参加したい」と
笑顔で話していました。

　「うぶやま遊学（産山村山村留学制度）」は、産山学
園の児童生徒数確保や移住定住の促進を目的に令
和７年度から始まった制度で、自然や地域との関わ
りを通した人材育成を目指しています。
　制度には「親子遊学」と「里帰り遊学」の２種類が
あり、一定の条件を満たした場合、月額１万円の補
助支援が受けられます。

うぶやま遊学交付式5 8
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 　5 月 19 日（火）、うぶやま保育園で「わくわくキッ
ズデー」が行われ、産山学園生と保育園生がサツマ
イモの苗植えを通して交流しました。
　当日は快晴に恵まれ、子どもたちは約 150 本の苗
植えに挑戦。学園生は保育園生の手を引きながら、
苗の向きや植え方を優しく教えていました。

うぶやま保育園で
サツマイモの苗植え交流活動

5 19
　5月 20 日（水）、産山学園 4年生が田植え体験を
行いました。
　今回作業を行ったのは約 1 反 5 畝の広さの田ん
ぼで、子どもたちは協力しながら約 1時間半かけて
植え終えました。今後は秋の収穫に向け、子どもた
ち自身で稲の管理や観察を続けていく予定です。

産山学園 4年生が田植え体験を
通して米づくりを学習

5 20

　みなさんはじめまして。４月から産山村診療所に参り
ました杉本啓介と申します。
　平成 10年に自治医科大学を卒業し、一般内科医として
熊本県内の医療機関を転々としてきました。ここ 15 年ほ
どは上益城郡御船町にある希望ヶ丘病院で精神科医とし
てまた内科医として子どもから高齢者まで幅広い年齢層
にわたり診療にしています。
　以前は波野村診療所にも勤務していたこともあり、久
しぶりに通る景色が懐かしく感じられます。
　これまで趣味といえるものもなく、年に数回あまり釣
れない魚釣りに出かける程度でしたが、今後は阿蘇のや
まなみを見ながら車を走らせるという楽しみも出来たの
で、ワクワクしているところです。
　月に 1回（第 1木曜日）のみ勤務ですので、村民の皆さ
ん全員と顔を合わせる機会はそうそうないと思いますが、
一人でも多くの方と関わりがもてたらと思っております。
　住民の皆さんに頼られる診療所のお役に立てるよう頑
張りますのでどうぞよろしくお願い致します。

　産山村診療所は、2026 年 4 月より診療
体制が一部変更されました。
　今回は、第１週の木曜日の診療を担当し
ていただく、希望ヶ丘病院副院長の杉本医
師より自己紹介文をいただきましたので掲
載致します。
　杉本医師は精神一般、児童思春期がご専
門です。　一般内科以外でも、最近睡眠がと
れていない、気分がすっきりしない、物忘れ
が多くなった、子どものことで相談したい…
などございましたら、お気軽に受診くださ
い。     （産山村診療所　西村美奈）

令和８年度　産山村診療所スタッフ

〇井　　清司・・・・医師
〇西村　美奈・・・・看護師
〇西田　美希・・・・看護師
〇西村　みゆき・・・事務員

☎  0967-25-2011

産山診療所健康小話
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産山学園校区体育大会
ＪＵＭＰ～飛び越えろ！自分の心の中のハードルを～

　

５
月
16
日
（
土
）
、
産
山
学

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
産
山

学
園
校
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

学
園
生
は
赤
団
・
白
団
の
２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
「
Ｊ
Ｕ
Ｍ

Ｐ
〜
飛
び
越
え
ろ
！
自
分
の
心

の
中
の
ハ
ー
ド
ル
を
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

玉
入
れ
や
リ
レ
ー
で
は
学
園

生
に
加
え
、
地
域
の
方
々
や
教

職
員
も
参
加
し
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

競
技
や
応
援
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
真
剣
な
表
情
や
仲

間
を
励
ま
す
姿
、
力
い
っ
ぱ
い

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
見
ら
れ
、

活
気
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。



仕事や生活、趣味に役立つ「くらしの情報」をお届けします。

U b u y a m a  I n f o r m a t i o n

村からのお知らせ
総務課：0967-25-2211

住民課：0967-25-2212

企画振興課：0967-25-2211

経済建設課：0967-25-2213

健康福祉課：0967-25-2212

教育委員会：0967-25-2214

電話

FAX

メール

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

0
9
6（
3
4
1
）0
8
6
0

　

 sc-kum
a@
ouj.ac.jp

放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.oui.ac.jp

）

　

村
内
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
の
減
量
化
や
堆
肥
と
し
て
の

資
源
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
ご
み
の
減
量
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

メ
リ
ッ
ト

ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
出
し
の

負
担
の
軽
減

生
ご
み
の
ニ
オ
イ
が
な
く
な
り
、

キ
ッ
チ
ン
が
清
潔
・
衛
生
的

有
機
肥
料
素
材
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル

ご
み
の
集
積
所
の
衛
生
面
と
自

治
体
の
ご
み
処
理
量
の
削
減
へ

貢
献

補
助
額
　
上
限
２
万
円

●①②③④●

補
助
額

５
人
槽　

３
５
６
千
円

６
〜
７
人
槽　

４
２
８
千
円

８
〜
10
人
槽　

６
２
０
千
円

●▽▽▽

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

産
山
村
役
場　

住
民
課

　

0
9
6
7（
2
5
）2
2
1
2

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

産
山
村
役
場　

住
民
課

　

0
9
6
7（
2
5
）2
2
1
2

　

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

（
水
路
や
河
川
な
ど
）
の
水
質
汚
濁

の
防
止
や
公
衆
衛
生
の
確
保
の
観

点
か
ら
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転

換
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。く
み
取
り
便
所
や
単
独
浄
化
槽

の
方
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転

換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
更
新
に
つ

い
て
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
築
に
つ
い
て
は
対
象
と
な

る
場
合
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

浄
化
槽
の
補
助
金
は
予
算
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
ま

た
は
来
年
度
実
施
予
定
の
あ
る
方

は
早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
金
婚
夫
婦
表
彰
の
対

象
は
昭
和
51
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
の
間
に
婚
姻
ま
た
は
同
居

さ
れ
た
、
満
50
年
に
な
る
ご
夫
婦
で

す
。該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
７

月
６
日
（
月
）
ま
で
に
役
場
住
民
課

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

産
山
村
役
場　

住
民
課

　

0
9
6
7（
2
5
）2
2
1
2

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の

補
助
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
の

補
助
金
に
つ
い
て

「
金
婚
夫
婦
表
彰
」に
該
当

さ
れ
る
皆
様
へ

　

放
送
大
学
で
は
２
０
２
６
年
10

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
宅
で
学
べ
る

正
規
の
大
学
で
す
。学
位
取
得
は
も

ち
ろ
ん
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
自
己

実
現
な
ど
、
生
涯
学
習
を
目
指
す
方

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間

第
１
回　
２
０
２
６
年
６
月
10

日
〜
２
０
２
６
年
８
月
31
日

第
２
回　
２
０
２
６
年
９
月
１

日
〜
２
０
２
６
年
９
月
９
日

資
料
を
無
料
進
呈
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
請
求
・
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●▽▽※【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

0
9
6（
3
4
1
）0
8
6
0

　

 sc-kum
a@
ouj.ac.jp

放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.oui.ac.jp

）

放
送
大
学
入
学
生
募
集
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お
知
ら
せ

　

あ
そ
未
来
創
造
塾
は
、
人
口
減
少

を
起
因
と
す
る
地
域
（
企
業
）
課
題

を
ピ
ン
チ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す

る
人
材
「
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

（
地
域
起
業
家
）」
の
育
成
と
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
創
出
を
目
指
し
、令
和

３
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。地
域

の
事
業
承
継
や
新
規
事
業
を
産
学

官
金
が
連
携
し
て
支
援
し
、
ロ
ー
カ

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
阿
蘇
地
域
の
持
続
的
な
発

展
を
目
指
し
ま
す
。

　

入
塾
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
塾
生

申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
阿
蘇
Ｄ
Ｃ
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
間
　
２
０
２
６
年
７
月
〜
２
０

２
7
年
３
月　
（
概
ね 

13
時
30
分

〜
16
時
30
分
） 

全
14
回

定
員
　
12
名
（
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
可
能
な
方
）

対
象

阿
蘇
地
域
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、

阿
蘇
地
域
で
地
域
課
題
を
解
決
す

る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る

意
欲
の
あ
る
方

概
ね
50
歳
ま
で
の
方

●●●▽▽

申
込
み

２
０
２
６
年
６
月
19
日（
金
）ま
で

塾
生
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、阿
蘇
Ｄ
Ｃ
及
び
阿
蘇
郡

市
町
村
役
場
等
で
配
布
す
る
ほ
か
、

阿
蘇
Ｄ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
講
料　
無
料

会
場　
ホ
テ
ル
サ
ン
ク
ラ
ウ
ン

大
阿
蘇
、
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

ほ
か

主
催　
公
益
財
団
法
人
阿
蘇
地
域

振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
/
国
立

大
学
法
人
熊
本
大
学
研
究
開
発
戦

略
本
部
地
域
連
携
戦
略
部
門

●▽※※●●●【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人
阿
蘇
地
域
振
興
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー（
阿
蘇
Ｄ
Ｃ
）

〒
８
６
９－

２
６
１
２

熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
４

６
０
７－

１

　

０
９
６
７（
２
２
）４
８
０
１

　

０
９
６
７（
２
２
）４
８
０
２

　

 sonoda-a@
asodc.or.jp

R
K
K
阿
蘇
ラ
ジ
オ

運
用
休
止
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
お
知
ら
せ

あ
そ
未
来
創
造
塾
２
０
２
６

〈

第
６
期〉

塾
生
募
集

日
時
　
2
0
2
6
年
6
月
11
日

（
木
）10
時
〜
15
時（
予
定
）

場
所　
産
山
村
役
場 

入
口
付
近

●●
　

「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源

で
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
が
、

人
生
1
0
0
年
時
代
を
健
康
で
心

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
健
康
食
生
活
の
実
現
に
向
け

た
食
育
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ

と
の
大
切
さ
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
、
災
害
時
へ
の
備
え
な
ど
、

家
族
や
身
近
な
人
と
「
食
」
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

0
9
6（
３
３
３
）2
2
5
2

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
！

　

R
K
K
ラ
ジ
オ
で
は
、
2
0
2
5

年
12
月
1
日
よ
り
、
阿
蘇
・
産
山
地

区
に
お
け
る
A
M
ラ
ジ
オ
放
送

（
1
1
9
7
k
H
z
）
の
運
用
を
休

止
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
運
用
休
止

に
伴
う
皆
さ
ま
へ
の
影
響
や
、
現
在

の
ラ
ジ
オ
聴
取
状
況
を
伺
う
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
ラ
ジ
オ
が
聴
け
る
の
は
知
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
使
い
方
が
わ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
方
の
た
め
に
、
ア
プ

リ
「
r
a
d
i
k
o
（
ラ
ジ
コ
）」
に

関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
率
直

な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
Ｄ
Ｃ
公
式
Ｈ
Ｐ
▽

https://asodc.or.jp/

　

熊
本
県
で
は
、“
人
と
動
物
が
共
生

す
る
く
ま
も
と
”の
実
現
を
目
指
し

て
お
り
、動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー「
ア
ニ

マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本
」（
所
在
地
：
宇

城
市
）
に
お
い
て
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
避
妊
去
勢
手
術（
無
料
）を
行
い

ま
す
。

支
援
対
象
者

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
、
活
動

地
域
に
お
け
る
飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
頭
数
や
生
息
個
体
情
報

等
を
継
続
的
か
つ
適
正
に
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
２
人
以
上

●
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
避
妊

去
勢
手
術
の
支
援
に
つ
い
て



仕事や生活、趣味に役立つ「くらしの情報」をお届けします。

旅
券
手
数
料
が
令
和
８
年
７
月
１
日

以
降
申
請
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

手
数
料
の
改
定
直
後
は
、
申
請
が
大

幅
に
増
加
す
る
た
め
、
申
請
か
ら
交

付
ま
で
約
１
か
月
を
要
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。７
月
、８
月
に
海
外

渡
航
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
６

月
ま
で
に
旅
券
を
受
け
取
れ
る
よ
う
、

早
め
に
申
請
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
本
県
国
際
課
旅
券

セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
産
山
村
役
場
住

民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の

料
金
が
変
わ
り
ま
す

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
国
際
課
旅
券
セ
ン
タ
ー

　

0
9
6（
３
３
）2
1
6
0

産
山
村
役
場　

住
民
課

　

0
9
6
7（
2
5
）2
2
1
2

　村民の皆様におかれましては、日頃より村政へのご
理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　私が村長に就任してから約６か月が経過いたしまし
た。就任後初となる令和８年度予算につきましては、
「広報うぶやま」５月号及び予算説明書にてご案内申し
上げたところです。
　本村では、令和６年度より「移住定住促進プロジェク
ト」を最重点施策として掲げ、空き家対策や地域公共交
通の充実など、安全・安心な地域づくりに加え、村の特
性を生かした農業振興や地域づくりの取組を進めてお
ります。
　これらの取組を進めるには、職員同士が連携しなが
ら業務を進めることに加え、村内関係者の皆様との協
議や、国・県との調整を丁寧に行うことが重要です。ま
た、専門的な知識を持つ人材の確保や、将来の村政を担
う若手職員の育成が大きな課題となっており、現場で
学びながら成長できる体制づくりが求められています。

　このため、事業の確実な実施体制を整えるとともに、
プロジェクト全体を統括し、若手職員の育成も担う役
割として、副村長を配置することとし、令和８年５月１
４日の臨時議会において選任について提案し、ご承認
をいただきました。
　副村長については、村の多様な課題に対応できる経
験豊富な人材を熊本県から派遣いただく形で調整を進
めてまいりました。
　その結果、熊本県環境生活部男女参画・協働推進課
に所属する西村徹氏（現・審議員）を、副村長としてお
迎えすることとなりました。
　西村氏には、各種プロジェクトの統括管理者として
の役割を担っていただくとともに、若手職員の育成に
も力を発揮していただく予定です。
　詳しい経歴などについては、着任後に改めてご紹介
いたします。まずは新しい体制について、村民の皆様の
ご理解とご協力をお願い申し上げます。

副村長の選任について（ご報告）  産山村長　井 雄一郎

年齢 旅券種別 現行手数料
（令和8年6月30日まで申請分）

改定後手数料（案）
（令和8年７月１日以降申請分） 備考

18歳以上

10年   電子申請 15,900円
窓口申請 16,300円

  電子申請 8,900円
窓口申請 9,300円

7,000円
減額

5年 電子申請 10,900円
窓口申請 11,300円

18歳以上
5年旅券廃止

残存有効期
間同一旅券

電子申請 5,900円
窓口申請 6,300円

  電子申請 5,400円
窓口申請 5,800円

500円額減
18歳未満は
申請できません

18歳未満
（12歳以上） 5年 電子申請 10,900円

窓口申請 11,300円 電子申請   4,400円
窓口申請 4,800円

6,500円
減額

（12歳未満） 5年 電子申請 5,900円
窓口申請 6,300円

1,500円
減額

広報うぶやま／ 2026.06 08

の
成
人
に
よ
る
活
動
組
織
又
は
グ

ル
ー
プ（
た
だ
し
、同
一
世
帯
の
み

で
構
成
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）

対
象
猫

熊
本
県
内
に
生
息
す
る
飼
い
主

の
い
な
い
猫
（
飼
い
主
が
い
る
猫

は
対
象
外
で
す
。）

受
付
期
間

令
和
９
年
２
月
26
日
ま
で

事
前
に
依
頼
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。

●●※【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
蘇
保
健
所　

衛
生
環
境
課

　

0
9
6
7（
2
４
）９
０
３
５



広報うぶやま／ 2026.0609

　昨年 10 月から片山紗雪さんによる SNS 情
報発信がスタートしました！
　草原の風景や地域行事、特産品、観光スポッ
トなどを中心に、実際に現地で感じた空気感を
大切にしながら紹介しています。
　これまで投稿した動画は、再生回数が 1万回
を超える投稿が多数あり、最も多いもので約 6
万回再生を記録するなど、大きな反響につな
がっています。また、Instagram フォロワー数
も活動開始前の 1,300 人から現在では約
2,200 人まで増えました。コメント欄には「癒
される」「行ってみたくなった」「こんな場所が
あったなんて知らなかった」といった声が多く
寄せられています。
　こうした広がりの背景には、片山さんの発信
力と、日常の中にある魅力を丁寧にすくい上げ
る表現力があります。SNS を通して切り取られ
た一つひとつの瞬間が、産山村の『今』をそして
『魅力』をより多くの人へと届けています。

　草原や周囲に広がる緑の景色の中
で、季節の息づかいを感じられるカッ
トを収録し、産山村の自然の豊かさを
丁寧に切り取っています。自然ととも
にある暮らしや季節の営みを感じら
れる場面となりました。
　撮影を振り返り、「産山村はロケー
ションが本当に良く、どの季節でも絵
になる場所が多い。その魅力が少しで
も伝われば嬉しい。」と話す片山さん。
今後もその視点を大切にしながら発
信を続けていく予定です。

▽ 5 月の撮影の様子を少しお届け片
山
紗
雪
さ
ん
が
届
け
る
！
S
N
S
便
り

う
ぶ
や
ま
の
今
、
う
ぶ
や
ま
の
魅
力

みんな
の

広場
みんな

の

広場

TikTok Instagram

ぜひQRコードから
フォローいただき、
日々の投稿を
お楽しみください。

Facebook公式 HP Instagram

公式サイト：https://ubu-lab.com/

お問い合わせ：うぶやま未来ラボ
☎0967-25-2200

うぶやま未来ラボ

地域おこし協力隊を中心に、
地域や地域の人々と協力しながら
村の活性化に繋がる事業に
取り組む一般社団法人です。

うぶやま未来ラボとは？
一般社団法人

観光
促進

移住
定住

特産品
開発

ヨ
モ
ギ
の
魅
力
再
発
見

　
突
然
で
す
が
、
ヨ
モ
ギ
が
今
、
注
目

を
集
め
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
抹

茶
に
代
わ
る
素
材
と
し
て
、
ヨ
モ
ギ
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
未
来
ラ
ボ
で
は
、
村
の
特
産
品
開
発

に
向
け
、
ヨ
モ
ギ
を
活
用
し
た
商
品
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
5
月
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

ヨ
モ
ギ
の
収
穫
や
乾
燥
、
苗
付
け
を
実

施
。
ま
た
、
野
草
研
究
家
・
山
下
智
道

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
ヨ
モ
ギ
に
つ
い

て
学
ぶ
勉
強
会
も
行
い
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
特
産
品
開

発
、
ぜ
ひ
今
後
の
展
開
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

身
近
だ
け
ど

意
外
と
奥
深
い

ヨ
モ
ギ
の
世
界
！



産山波野分駐所だより 阿蘇広域消防本部　0967-34-0024
産山波野分駐所　0967-24-2766

　

今
年
も
梅
雨
の
時
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　

近
年
は
毎
年
全
国
各
地
で
大
規
模

な
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
晴
れ

間
が
少
な
く
な
り
、
地
盤
が
ゆ
る
ん

で
土
砂
災
害
な
ど
が
起
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
十
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
河
川
付
近
で
作
業
や
、

遊
ん
で
い
る
と
き
に
次
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
た
ら
た
だ
ち
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
！

　

ま
た
、
避
難
を
要
す
る
規
模
の
水

害
が
起
き
た
時
の
た
め
の
備
え
は
万

全
に
で
き
て
い
ま
す
か
？
各
々
の
防

災
意
識
、
そ
し
て
助
け
合
い
の
心
を

忘
れ
ず
に
！

梅
雨
時
期
の

　
　
災
害
に
注
意
！

●
急
に
川
の
流
れ
が
濁
り

　
流
木
が
混
ざ
る

●
雨
が
続
い
て
い
る
の
に

　
川
の
水
位
が
下
が
る

●
地
面
や
崖
に

　
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

●
崖
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

●
山
鳴
り
が
す
る

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境

で
長
時
間
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
、
次

第
に
体
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く

働
か
な
く
な
り
、
体
に
熱
が
こ
も
っ

て
し
ま
う
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

初
夏
や
梅
雨
明
け
な
ど
、
体
が
暑

さ
に
慣
れ
て
い
な
い
の
に
気
温
が
急

上
昇
す
る
と
き
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。
近
年
で
は
エ
ア
コ
ン
や
冷
房

設
備
の
使
用
を
我
慢
し
て
熱
中
症
に

な
る
ケ
ー
ス
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
、
暑
さ

を
感
じ
に
く
く
調
整
で
き
な
い
人
へ

の
注
意
も
大
切
で
す
が
、
熱
中
症
は
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

条
件
次
第
で
発
症
す
る
危
険
性
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
の
基
本

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
症
状

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
手
足
の
し
び

れ
、
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、
気
分
が
悪

い
、頭
痛
、吐
き
気
、嘔
吐
、倦
怠
感
、虚

脱
感
、い
つ
も
と
様
子
が
違
う 

な
ど

さ
ら
に
重
症
に
な
る
と
・
・
・

返
事
が
お
か
し
い
、
意
識
消
失
、
け
い

れ
ん
、体
が
熱
い 

な
ど

熱
中
症
予
防
と
対
策

●
暑
さ
対
策
と
水
分
補
給

●
睡
眠
と
食
事
で

　
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

●
エ
ア
コ
ン
、冷
房
設
備
の
使
用
を

　
適
切
に
行
う

種まきALT通信
   サミュエル・ステンコ（アメリカ合衆国）

一
つ
は
耐
熱
性
が
あ
り
、
害
虫
に

も
強
い
も
の
、
も
う
一
つ
は
去
年

の
種
、
最
後
は
も
ち
米
の
種
で
し

た
。

　

箱
を
並
べ
終
え
た
後
、
農
家
の

方
た
ち
は
カ
バ
ー
を
か
け
、
並
べ

た
種
の
列
の
間
を
耕
し
て
い
ま
し

た
。
午
後
４
時
頃
、
先
に
私
は
帰

り
ま
し
た
が
、
農
家
さ
ん
は
作
業

が
終
わ
っ
た
ら
田
ん
ぼ
に
水
を
張

る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ

る
程
度
育
つ
と
、
早
苗
の
一
部
を

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
田
ん
ぼ
に
持
ち

帰
っ
て
植
え
る
そ
う
で
す
。
そ
れ

も
手
伝
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
て
も
面
白
く
て
特
別
な
体
験

で
、
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

4
月
末
に
、
竹
田
に
い
る
A
L

T
の
友
達
と
一
緒
に
、
農
家
さ
ん

の
種
ま
き
の
手
伝
い
に
行
き
ま
し

た
。
友
達
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の

役
割
を
す
る
よ
う
な
仕
事
だ
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
初
は
あ

ま
り
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
作
業
を
始
め
て
意

味
が
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。

　

作
業
は
午
前
9
時
に
始
ま
り
、

箱
を
種
で
満
た
し
、
そ
の
上
に
土

を
か
ぶ
せ
る
機
械
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
1
列
に
な
っ
て
そ
の
箱

を
田
ん
ぼ
ま
で
回
し
、
そ
こ
で
何

人
か
の
農
家
の
方
が
並
べ
て
い
き

ま
し
た
。
時
々
休
憩
を
取
り
、
昼

に
は
弁
当
を
食
べ
て
、
１
日
で
７

列
、
約
千
七
十
枚
を
並
べ
ま
し
た
。

種
は
3
種
類
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

English 
Phrase

 
イング

リッシ
ュフレ

ーズ

Please pass ~
訳：～をとってください

相手のそばにあるものや、手に持っている
ものを取ってもらうときに使う表現です。
よく食事中に塩などを頼むときに使われますが、
それ以外の場合でも使えます。

～をとってください

塩を取ってください
Please pass the salt.Sam

 (サム)

どうぞ
Here you go.Ubu-chan

(うぶちゃん)
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なの

広場
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福
祉
サ
ー
ビ
ス

☎  0967-25-2233

　
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
塗
り
絵
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
や
は
り
、
鯉
の
ぼ
り
の
絵
を
選
ば
れ
た
方
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
中
に
は
、
兜
武
将
の
絵
を
塗
ら
れ
た
方
も
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
思
い
思
い
の
色
で
、
丁
寧
に
塗
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

塗
り
絵

　
塗
り
絵
は
認
知
症
予
防

や
脳
全
体
の
活
性
化
に
効

果
的
で
す
。
視
覚
情
報
を

も
と
に
色
や
形
を
判
断
し
、

手
を
動
か
す
過
程
で
後
頭

葉
、
側
頭
葉
、
頭
頂
葉
、

前
頭
葉
、
運
動
野
な
ど
が

活
性
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
し
て

心
を
安
定
さ
せ
、
無
心
で

取
り
組
む
こ
と
で
ス
ト
レ

ス
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
今
年
も
梅
雨
入
り
の
時
季

に
な
り
ま
し
た
。
じ
め
じ
め

す
る
梅
雨
ど
き
は
食
欲
も
落

ち
気
味
に
な
り
ま
す
が
、
夏

に
向
け
て
体
調
を
整
え
て
お

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
さ
ま
ざ
ま
な

野
菜
や
果
物
が
旬
を
迎
え
ま

す
。
夏
野
菜
は
病
気
や
老
化

の
原
因
と
な
る
酸
化
を
防
い

で
、
免
疫
力
を
高
め
て
く
れ

ま
す
。
梅
や
レ
モ
ン
に
は
優

れ
た
抗
菌
作
用
も
あ
り
、
梅

雨
時
に
は
こ
れ
ら
の
食
材
を

積
極
的
に
利
用
し
た
い
の
で

す
が
、
つ
い
ワ
ン
パ
タ
ー
ン

に
な
り
が
ち
…
そ
ん
な
時
に

参
考
に
な
り
そ
う
な
本
が
県

立
図
書
館
か
ら
届
き
ま
し
た
。

眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し

め
ま
す
。

　
他
に
も
人
気
作
家
の
新
し

い
作
品
や
時
代
小
説
、
園
芸

や
手
芸
の
本
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
本
が
届
い
て
い
ま
す
。

　
雨
の
日
は
本
を
片
手
に
お

昼
寝
。
た
ま
に
は
自
分
を
甘

や
か
し
て
も
い
い
で
す
よ
ね
。

そ
ん
な
骨
休
め
の
時
間
の
お

供
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

菜
箸
で
フ
レ
ン
チ

阿
川
佐
和
子  

タ
サ
ン
志
麻
：
著　

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

季
節
を
た
の
し
む
ジ
ャ
ム
と
果
実
酒

谷
島
せ
い
子
：
著　

成
美
堂
出
版

い
つ
も
の
野
菜
で
さ
さ
っ
と
漬
け
も
の

杵
島
直
美
：
著　

家
の
光
協
会

ワ
タ
ナ
ベ
マ
キ
の
梅
料
理

ワ
タ
ナ
ベ
マ
キ
：
著　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

梅
干
し
を
漬
け
て
わ
か
る
こ
と

有
元
葉
子
：
著　

文
化
出
版
局

大
家
族
ご
は
ん

Ｍ
ａ
ｋ
ｏ
：
著　

成
美
堂
出
版

本
日
も
餃
子
日
和
。

橘
田
い
ず
み
：
著　

主
婦
と
生
活
社

ま
る
ご
と
レ
モ
ン

河
井
美
歩
：
著　

家
の
光
協
会

ト
マ
ト
・
ブ
ッ
ク

坂
田
阿
希
子
：
著　

東
京
書
籍

ゴ
ー
ヤ
ー
レ
シ
ピ

植
松
良
枝
：
著　

主
婦
と
生
活
社

開放日 13日（土）・27日（土）

時　間 １０時～１５時

今月の学園図書館開放日時
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社協
���だより

【産山村社会福祉協議会】産山村山鹿488-３　☎0967-23-9300

第 27回産山村子どもヘルパー任命式・情報交換会を開催！
　

4
月
30
日（
木
）、
産
山
学
園

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
第

27
回
産
山
村
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー

任
命
式
お
よ
び
情
報
交
換
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
命
式
で
は
、
産
山
学
園
4

年
生
8
名
に
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
か
ら
任
命
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
令
和
7
年

度
の
活
動
を
ま
と
め
た
動
画
を

鑑
賞
し
、
研
修
や
訪
問
活
動
、

活
動
報
告
会
の
様
子
な
ど
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
学
園
生
た
ち

は
真
剣
な
表
情
で
映
像
を
見
つ

め
、
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
年
生
の
宮
川
煌
大

さ
ん
が
、
本
年
度
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
「
自
分
も
訪
問
先
の
方
も
笑

顔
で
楽
し
く
な
る
よ
う
な
活
動

を
し
よ
う
」
を
発
表
。
同
じ
く

7
年
生
の
善
野
美
咲
さ
ん
か
ら

は
、
「
訪
問
先
の
方
と
の
接
し

方
に
気
を
付
け
、
ペ
ア
で
訪
問

す
る
6
年
生
を
大
切
に
し
た

い
」
と
の
活
動
表
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
学
園
生

と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆

様
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
が

交
流
を
深
め
、
第
1
回
訪
問
に

向
け
た
計
画
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
年
度
も
学
園
生
が
地
域
の

各
所
を
訪
問
し
ま
す
。
引
き
続

き
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

産
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
23
日
（
木
）
、
高
齢
者

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
村
老
連
・
友
愛
活
動
部

合
同
総
会
が
開
催
さ
れ
、

「
産
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
」
の
名
称
を
「
産
山
村
ひ

ご
た
い
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に

変
更
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

村
の
花
で
あ
る
「
ヒ
ゴ
タ

イ
」
の
よ
う
に
、
地
域
に
根

ざ
し
、
よ
り
親
し
み
や
す
く
、

誰
も
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
組

織
を
目
指
し
、
今
後
も
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

何
卒
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旧名称
産山村老人クラブ連合会

新名称
産山村ひごたいシニアクラブ

心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

社
協
に
寄
せ
ら
れ
た

善
意
の
寄
付

【
４
・
５
月
分
】

【
香
典
返
し
】

・
玉
利　

和
代
様
よ
り

（
大
利
） 

故
）
一
幸
様
分
と
し
て

・
西
田　

愼
一
様
よ
り

（
原
大
利
）
故
）
和
子
様
分
と
し
て

・
井
野　

賞
示
様
よ
り

（
山
中
） 

故
）
ミ
ヨ
コ
様
分
と
し
て

　

毎
月
、
「
福
祉
の
た
め
に
ぜ
ひ

役
立
て
て
下
さ
い
。
」
と
、
た
く

さ
ん
の
善
意
を
お
寄
せ
頂
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
主
旨
に
沿
う
よ
う

に
、
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
に

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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日 月 火 水 木 金 土

6

7 13

14 20

21 27

28 7/4

32 4 5

8 9 10 11 12

15 16 17 18 19

22 23 24 25 26

29 30 7/1 7/2 7/3
診療所診療日時

月～水曜日（第５水曜日を除く）9:00～16:00
第５水、木、金曜日 9:30～16:00  （年末年始・祝日は休診）

先達の名言
（御湯船 S.Y さん）

村の情報をリアルタイムで 産山村公式 SNS

Check!

TikTokInstagram

〒869-2703 熊本県阿蘇郡産山村山鹿 488 番地 3
☎0967-25-2211　FAX  0967-25-2864

発行・編集 産山村2026.06.05
vol.668

家族介護の会
　14:00~

温泉サロン
■13:30~

中山鹿・家壁
サロン
■13:30~

産山サロン
■13:30~

温泉サロン
■13:30~

温泉サロン
■13:30~
竹の畑サロン
■13:30~

乙宮サロン
■13:30~
南部サロン
■13:30~

温泉サロン
■13:30~

図書館開放日
■10:00~15:00

温泉サロン
■13:30~

かたらん会
　14:00~

行事は予定です。詳細に
ついては役場担当課まで
お問い合わせください。

図書館開放日
■10:00~15:00
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診療所 ミニ講話
■13:30~
■産山村診療所


